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Ⅰ. 会社概要
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１．AGSグループ概要

商 号 AGS株式会社

設 立 1971年7月

資 本 金 1,431百万円

従 業 員 数
連結 1,012名

（2019年9月末時点）

本 社 埼玉県さいたま市浦和区針ヶ谷4-3-25

連結子会社 AGSビジネスコンピューター株式会社

ソフトウェア開発、コンピュータ及びその周辺機器の販売・保守

AGSプロサービス株式会社

コンピュータシステムの運営管理、人材派遣

AGSシステムアドバイザリー株式会社

ITコンサルティング、BCMコンサルティング、

情報セキュリティコンサルティング

（さくら浦和ビル）（本社：ＡＧＳビル）
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２．AGS沿革

埼玉銀行グループ

協和銀行グループ

サイギンコンピューター
サービス㈱
1971年7月

昭和コンピューター
サービス㈱
1971年2月

あさひ銀行グループ りそな
グループ

合併

あさひ銀総合システム㈱
1995年4月

あさひ銀総合
システム㈱

あさひ銀情報
システム㈱

2003年1月 本社内にインターネットデータセンター「さいたまｉＤＣ」を開設

2010年2月 浦和ソリューションセンター開設

2011年3月 東京証券取引所市場第二部に上場

2012年3月 インターネットデータセンター「さいたまｉＤＣ」新センターを開設

2014年3月 東京証券取引所市場第一部に指定

東京証券取引所
市場第一部指定
2014年3月

（2011年3月二部上場）

りそなグループから独立
商号変更
2004年7月
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情報処理

サービス

54.8%

ソフトウェア

開発

27.2%

その他情報

サービス

10.2%

システム機器

販売

7.8%
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情報処理サービスを中心に総合的なソリューション・サービスをワンストップで展開

【 2020年3月期第2四半期】

３．連結セグメント別売上高構成比

 情報処理サービス

 ｉＤＣサービス

・ハウジング、コロケーション、ホスティング
（浦和センター及びさいたまセンター）

 クラウドサービス

・SaaS ・ＩａａＳ
・PaaS ・ＡＳＰ

 アウトソーシング

・コンピューターのオペレーション請負
・オペレータ派遣、BPOサービス

 受託計算

・データ入力 ・計算処理 ・大量印刷
・封入封緘 ・OCR読み取り
・カード発行等

 ソフトウェア開発
・コンサルティング

・システム設計、構築

・システム保守サポート

 その他情報サービス
・パッケージ商品販売

・導入支援サービス

・コンピューター機器保守

・情報セキュリティコンサルティング

・内部統制支援サービス等

 システム機器販売
・コンピューター機器、周辺機器の
販売

ＳＩビジネス

データセンタービジネス
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公共

30.8%

法人

32.0%

金融

37.2%

【 2020年3月期第2四半期】

市場環境に柔軟に対応できる
バランスのとれた顧客ポートフォリオを構成

４．連結顧客領域別売上高構成比

先進的、本格的なデータセンター設備と高
い運用能力

長年の経験、ノウハウ、信頼を基盤とした
独自性の高い受託計算サービス

金融、国保、共済、自治体等に関わる専
門的な業務ノウハウ

高品質なソフトウェア開発能力と顧客志
向に基づくきめ細やかなサービス

データセンタービジネス

ＳＩビジネス

サービス領域
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５．業績推移（過去１０年）
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Ⅱ. 2020年3月期第2四半期決算概要
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１．2020年3月期第2四半期実績

2019/3期
2Q

2020/3期
2Q

前回予想
5/13発表
（ご参考）

金 額 金 額 増 減 増減率 金 額

売上高 9,160 9,645 485 5.3％ 9,300

売上総利益 1,994 2,192 197 9.9％ ―

営業利益 292 376 83 28.7％ 220

営業利益率 3.2% 3.9% 0.7P ― 2.4%

経常利益 334 408 73 22.1％ 240

親会社株主に帰属する
四半期純利益

213 262 49 23.3％ 160

1株当たり四半期純利益（円） 11.96 14.75 2.79 ― 8.98

 売上は、情報処理サービス及びシステム機器販売の増加などにより増収

 利益は、売上高の増加や利益率の向上などにより増益

9

（単位：百万円）
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２．事業セグメント別収益状況

2019/3期 2Q 2020/3期 2Q

金 額 金 額 増 減 増減率

情報処理
サービス

売 上 高 5,026 5,286 260 5.2％

セ グ メ ン ト利益 702 773 71 10.1％

ソフトウエア
開発

売 上 高 2,610 2,620 10 0.4％

セ グ メ ン ト利益 299 351 51 17.2％

その他情報
サービス

売 上 高 965 985 20 2.1％

セ グ メ ン ト利益 71 113 41 58.6％

システム
機器販売

売 上 高 559 753 194 34.8％

セ グ メ ン ト利益 ▲14 25 40 ―

（単位：百万円）

 情報処理サービス 自治体向けＩＤＣ運用サービス案件の増加などにより増収増益

 ソフトウエア開発 金融機関及び自治体向けソフトウエア開発案件の増加などにより増収増益

 その他情報サービス 金融機関向けパッケージソフト販売及び

一般法人向け機器導入支援サービス案件の増加などにより増収増益

 システム機器販売 消費税増税前の需要拡大に伴い、一般法人向け機器販売が

増加したことなどにより増収増益
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３．貸借対照表

2019/3期末 2020/3期 2Q
主要増減要因

金 額 金 額 増 減

流動資産 7,515 7,391 ▲123 受取手形及び売掛金の減少

固定資産 9,488 8,929 ▲559

資産合計 17,004 16,321 ▲682

流動負債 3,319 2,756 ▲562 買掛金の減少

固定負債 1,868 1,657 ▲210 リース債務減少

負債合計 5,187 4,414 ▲773

株主資本 11,316 11,487 171

純資産合計 11,816 11,906 90
剰余金の配当による減少の一方
親会社株主に帰属する四半期純利益
計上により増加

負債純資産合計 17,004 16,321 ▲682

自己資本比率 69.5% 73.0% 3.5P

（単位：百万円）
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４．キャッシュー・フロー表

2019/3期 2Q 2020/3期 2Q

金 額 金 額 増 減

営業活動によるキャッシュ・フロー 790 635 ▲155

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲560 ▲168 391

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲349 ▲338 10

現金及び現金同等物の増減額 ▲119 127 246

現金および現金同等物の四半期末残高 3,240 3,744 503

（単位：百万円）
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５． 2020年3月期 通期業績予想

2019/3期 実績 2020/3期 予想

金 額 金 額 増 減 増 減 率

売上高 19,666 19,700 33 0.2％

営業利益 822 600 ▲222 ▲27.0％

営業利益率 4.2% 3.0% ▲1.1P ―

経常利益 863 610 ▲253 ▲29.4％

親会社株主に帰属する
当期純利益 544 410 ▲134 ▲24.7％

一株当たり当期純利益（円） 30.57 23.01 ▲7.56 ―

一株当たり配当金（円） 11.00 11.00 ― ―

（単位：百万円）

 その他情報サービスが減少するものの、一般法人及び自治体向けのデータセンタービジネスやクラウ
ドサービスなど、情報処理サービス案件の増加などにより増収見込み

 利益面は、今後の事業拡大を見据えた戦略投資(次期自治体向けクラウド基盤の更改、一般法
人向け汎用機の性能増強や導入など）を計画に織り込み、減益見込み
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６．事業セグメント別業績予想

2019/3期 実 績 2020/3期 予 想

金 額 金 額 増 減 増 減 率

情 報 処 理
サ ー ビ ス

売 上 高 10,158 10,500 341 3.4％

セグメント利益 1,452 1,360 ▲92 ▲6.4％

ソフトウエア
開 発

売 上 高 5,491 5,500 8 0.2％

セグメント利益 673 700 26 4.0％

その他情報
サ ー ビ ス

売 上 高 2,418 1,900 ▲518 ▲21.4％

セグメント利益 214 130 ▲84 ▲39.5％

シ ス テ ム
機 器 販 売

売 上 高 1,598 1,800 201 12.6％

セグメント利益 10 20 9 90.7％

（単位：百万円）

 情報処理サービス 一般法人及び自治体向けのデータセンタービジネスやクラウドサービスなど増収の見込み
一方、戦略投資などにより減益の見込み

 ソフトウエア開発 大型案件が収束したものの、一般法人向け案件の受注推進などにより売上高は前年並み
一方、利益率の改善などにより増益の見込み

 その他情報サービス 公共団体向けの機器保守の契約終了などにより減収減益の見込み

 システム機器販売 Windows7対応等の機器更改などにより増収増益の見込み
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Ⅲ. 2020年3月期第2四半期実績内容
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１．2020年３月期第２四半期連結業績予想と実績の差異

 売上高については、概ね前回予想の通り。

 一方、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益については、ソフトウエア
開発及びその他情報サービスの利益率向上などにより、前回予想を上回る結果。

 消費増税前の需要拡大やWindow７の保守終了等に伴う機器入れ替え・設定対応など、前倒
し案件に係る増収増益も含んでおり、通期予想は、現状据え置き。

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する

四半期純利益

１株当たり
四半期純利益
（円 銭）

前回発表予想（Ａ） 9,300 220 240 160 8.98

実績値 （Ｂ） 9,645 376 408 262 14.75

増減額 （Ｂ－Ａ） 345 156 168 102 ―

増減率 （％） 3.7 70.9 70.3 64.3 ―

(ご参考)
前期第2四半期実績
（2019年3月期第2四半期）

9,160 292 334 213 11.96
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 「ＩＴ資産簡易アセスメント」（ 2019年7月）

 「イメージバックアップサービス」（ 2019年6月）

17

 セキュリティ製品「AppGuard®」（ 2019年5月）

当社ハウジングサービス及びクラウドサービスで稼働するお客様サーバのシステム全体を
イメージ化してバックアップするサービス。サーバ障害時は、専用ポータルサイトから取得し
たバックアップイメージを、当社を介さずそのままリストアでき、迅速なサーバ復旧が可能。

従来のセキュリティ製品とは異なり、ウイルスを検知して駆除するのではなく、PCに対する
不正な攻撃からPCを防御するセキュリティ製品。マルウェアの検知に依存しない仕組みで
あるため、未知の攻撃にも対応可能。

お客様の社内に設置されているＩＴ機器設置状況について、安全性を診断し、内在する課題の報
告から問題提起まで、無償で行うサービス。ＩＴ機器設置状況について、立地、建物構造・ＩＴ機器
設置場所、避雷設備、電源設備、空調設備の５つの項目に対し、専門知識を有する当社社員が、
調査を実施。

２．新サービス提供開始
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Ⅳ. 下期取組み
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１．2020年3月期事業方針

データセンタービジネスの強化・拡大

クラウドソリューションの拡充

コーポレートガバナンスの体制強化

金融機関の集中業務ＢＰＯ化への取組強化
データセンター増床

企業システム向けIaaS「プライベートクラウドQuickⅢ」やAWS（Amazon Web Services）を
主軸としたクラウドサービスの拡充

2019年4月「デジタルイノベーション推進部」を組成、新技術への取組み強化
セキュリティソリューション、ＲＰＡ導入支援サービス、新技術（モバイルアプリ・ＡＩ等）を活用した
サービス提供等によるＳＩビジネスの推進

法務および契約リスクの管理ルール見直しによる法令および契約違反の未然防止体制の
強化と運用ルールの定着

ＡＩ等新技術への取組み強化



C op y r i g h t ( C ) 2 0 1 9 A GS C o r p o r a t i o n . A l l R i g h t s R e s e r v e d . 20

Ⅴ. 株式情報



C op y r i g h t ( C ) 2 0 1 9 A GS C o r p o r a t i o n . A l l R i g h t s R e s e r v e d . 21

1,729 1,684 2,321 

4,103 4,469 

8,159 8,668 
10,081 9,417 

8,008 8,384 

11,999 
12,926 

13,757 

14,604 

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

2012年

9月末

2013年

3月末

2013年

9月末

2014年

3月末

2014年

9月末

2015年

3月末

2015年

9月末

2016年

3月末

2016年

9月末

2017年

3月末

2017年

9月末

2018年

3月末

2018年

9月末

2019年

3月末

2019年

9月末

株主数推移

過去1年間の株価推移

１．株式状況

（2019年11月1日現在）

AGS

情報・通信業

日経平均

時価総額 13,688百万

配当利回り 1.43%

ＰＥＲ 33.33倍

ＰＢＲ 1.15倍
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 株主の皆様の期待に応える利益還元を実現

 安定した収益に基づいた継続的な配当

２．配当政策

増配実施

増配実施

2017年11月1日付けで
1株→2株に株式分割（実質変更無）



C op y r i g h t ( C ) 2 0 1 9 A GS C o r p o r a t i o n . A l l R i g h t s R e s e r v e d . 24

『ITで、確かな成長と成功を』

Assuring Growth and Success with IT 
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本資料に関するご注意

本資料は、この資料に記載しております将来に関する事項

は、業界の動向、顧客の状況、その他本資料作成時点で当

社が入手可能な情報による判断及び仮定により作成しておりま

す。従いまして、これらに内在する不確定要因や内外の状況変

化等により、実際の予想とは異なる場合がありますのでご承知

おきください。


